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［第
十
五
回
］
亜
里
思
ヱゞ
訴
∵
し
ムη

老
中
や
大
老
さ
え
も
言
葉
を
慎
む
よ
う
な
恐
怖
政
治
。

三
代

。
家
光
の
治
世
に
は

″暗
さ
″
が
つ
き
ま
と
う
。

■
■

日
■

山
内
昌
之

や
ま

う

ち

ま

さ

ゅ

き

L

（大
信
寺
蔵
）

武
蔵
野
大
学
特
任
教
授

・

東
京
大
学
名
誉
教
授

一
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
将
軍
」
の
恐
怖
政
治

イ
タ
リ
ア
語
の
ト
リ
ス
テ
ッ
ツ
ァ

（吋
ｒ
のＮＮし

に
は
、
悲
し

み
と
悪
意
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば
、

徳
川
家
光
が
三
代
将
軍
の
権
力
と
地
位
を
確
固
と
す
る
た
め
に
、

弟
の
駿
河
大
納
言
忠
長
を
自
害
に
迫
い
こ
む

「悪
意
」
は
悲
し
み

と
も
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
過
去
の
イ
タ
リ
ア
人
に

限
ら
ず
、
戦
国
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
日
本
の
武
家
も
、
悲
し
み

を
常
に
思
慮
と
勇
気
に
欠
け
る
点
で
有
害
だ
と
考
え
た
ふ
し
が
あ

る
。
ど
の
国
の
君
主
も
自
分
の
地
位
を
脅
か
す
政
敵
を
許
さ
な
か

っ
た
。
従
っ
て
統
治
者
の

「悪
意
」
は
、
弟
を
失
う
悲
し
み
以
上

に
優
先
さ
れ
る
の
だ
。
悲
し
み
の
感
情
は
臆
病
で
卑
し
い
も
の
に

す
ぎ
ず
、
賢
者
た
る
者
な
ら
悲
し
み
の
感
情
を
抱
く
べ
き
で
な
か

っ
た
か
ら
だ

（
モ
Ｙ
ア
ー
ニ
ュ
『
エ
セ
ー
』
１
）。
そ
れ
に
し
て

も
、
家
光
の
治
世
に
は
、
忠
長
の
悲
劇
に
限
ら
ず
、
ト
リ
ス
テ
ッ

ツ
ァ
に
似
た
両
義
性
が
つ
き
ま
と
う
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
こ
こ
江
戸
に
お
け
る
日
付
た
ち
の
厳
格
な
仕
事
ぶ
り
は
、
想
像

を
越
え
て
い
る
。
さ
る
五
月
十
七
日
の
晩
、
島
津
家
久
殿
の
屋
敷

内
に
あ
る
小
さ
な
材
木
小
屋
か
ら
出
火
し
て
い
る
事
を
、
屋
敷
内

の
者
が
ま
だ
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
日
付
た
ち
が
い
ち
早
く
知
っ

て
門
を
た
た
き
、
邸
内
よ
り
出
火
、
と
呼
ば
わ
っ
た
の
で
、
邸
内
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の
者
も
気
付
き
、
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ほ
ど
油
断
な

く
日
付
た
ち
は
、
江
戸
の
各
所
を
見
廻
っ
て
い
る
様
子
な
の
だ
。

言
葉
に
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
」

こ
れ
は
細
川
三
齋

（忠
興
）
が
当
主
の
越
中

く守
忠
利
に
宛
て
た

寛
永
九
年

（
三
ハ
三
一●

五
月
二
十
三
日
付
の
書
状
で
あ
る

（『細

川
家
史
料
』
四
）。
薩
摩
藩
は
関
ヶ
原
以
来
と
く
に
幕
府
の
警
戒

し
た
外
様
大
名
で
あ
る
に
せ
よ
、
徒
日
付
の
水
を
漏
ら
さ
ぬ
監
視

ぶ
り
に
も
驚
く
ほ
か
な
い
。
忠
利
も

「中
々
き
も
を
つ
ぶ
し
申
し

候
」
と
仰
天
し
て
い
る

（寛
永
九
年
六
月
六
日
付
三
齋
宛
忠
利
披
露

状

『細
川
家
史
料
』
十
）。
家
光
政
権
の
初
期
は
確
か
に
恐
怖
政
治

め
い
た
色
合
い
を
帯
び
て
い
た

（山
本
博
文

『寛
永
時
代
し
。

恐
怖
政
治
の
一
面
は
寛
永
九
年
十
二
月
に
作
ら
れ
た

「惣
御
目

付
」
こ
と
後
の
大
日
付
の
仕
事
ぶ
り
を
見
れ
ば
よ
い
。
柳
生
但
馬

守
宗
矩
、
井
上
筑
後
守
政
重
ら
四
名
の
惣
日
付
に
与
え
ら
れ
た
任

務
は
、
次
の
よ
う
な
人
物
の
挙
動
や
世
の
様
子
を
将
軍
に
報
告
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
①
法
度
に
背
く

「諸
大
名

・
諸
旗
本
」
、
②
公

儀
へ
の
奉
公
が
悪
い
者
、
③
年
寄
以
下
の
役
人
の
奉
公
状
態
お
よ

び

「御
う
し
ろ
く
ら
き
者
」
（後
ろ
暗
い
こ
と
が
あ
る
者
）、
④
軍

役
の
噌
み
の

「わ
け
」
（様
子
）、
⑤
奉
公
人
の
大
小
に
よ
ら
ず
身

上
の
様
子
、
⑥
民
の
革
臥
の
様
子
、
⑦
何
事
に
寄
ら
ず
諸
人
が
迷

惑
し
て
い
る
こ
と
。
大
名
や
旗
本
に
限
ら
ず
、
③
は

「年
寄
中
そ

の
外
御
用
人
な
ら
び
に
諸
役
人
代
官
以
下
二
至
る
迄
」
と
あ
る
よ

う
に
、
柳
生
た
ち
の
監
察
対
象
に
は
、
老
中
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
家
光
が
寛
永
十
五
年
十

一
月
に
大
日
付
の
御
用
と
訴
訟

に
つ
い
て
は
将
軍
で
な
く
、
老
中
松
平
伊
豆
守
信
綱

・
阿
部
豊
後

守
忠
秋

・
阿
部
対
馬
守
重
次
の
三
名
に
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
る

ま
で
続
け
ら
れ
た

（山
本
英
貴

『江
戸
幕
府
大
日
付
の
研
究
し
。

初
期
の
大
目
付
が
幕
府
内
部
で
も
恐
れ
ら
れ
た
の
は
い
そ
の
報

告
が
将
軍
の
耳
に
必
ず
入
る
こ
と
で
幕
府
人
事
の
考
課
や
大
名
政

策
の
決
定
材
料
と
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
細
川
三
齋
は
家
光
の
独

裁
と
恐
怖
政
治
の
綾
に
つ
い
て
さ
り
げ
な
く
忠
利
に
教
え
て
い

る
。
「
い
に
し
へ
よ
り
、
様
々
こ
ま
か
な
る
儀
も
御
耳
に
立
ち
、

ま
た
も
れ
候
事
も
こ
れ
在
る
由
、
左
様
に
こ
れ
在
る
べ
く
候
、
そ

れ
に
就
き
大
横
ロ
ニ
お
ち
お
そ
れ
候
由
、
是
ま
た
左
様
に
こ
れ
在

る
べ
く
と
存
じ
候
事
」
（寛
永
拾
年
十
一
月
八
日
付
お忠
利
宛
三
齋
書

状

『細
川
家
史
料
』
五
）。
大
日
付

（大
横
日
）
を

「怖
じ
恐
れ
る
」

者
た
ち
と
は
、
老
中
ら
を
指
す
に
違
い
な
い
。
文
面
の
す
ぐ
前

に
、
秀
忠
以
来
の
年
寄
の
上
井
利
勝
が

「御
ひ
か
へ
」
、
酒
井
忠

勝
は

「勿
論
」
、
井
伊
直
孝
も

「遠
慮
」
す
る
と
あ
る
の
は
、
秀

忠
時
代
に
威
勢
を
振
る
っ
た
利
勝
で
さ
え
家
光
を
憚
っ
て
政
務

ヘ

の
口
出
し
を
控
え
、
忠
勝
も
同
様
、
直
孝
は
遠
慮
し
が
ち
だ
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
大
日
付
を
恐
れ
て
老
中
や
大
老
格
の
重
職
も

言
動
を
慎
ん
で
い
た
の
だ
。
大
目
付
設
置
の
翌
年
か
ら
、
全
国
に

派
遣
さ
れ
た

「国
廻
衆
」
（巡
見
使
）
の
任
務
も
、
道
筋
や
境
目


